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治
二
十
五
年
三
月
三
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一
日

第

三
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郵

便

物

認
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〇

〇
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告

示

第
一
項
の
表
中
百
十
二
の
項
を
百
十
五
の
項
と
し
、
五
十
八
の
項
か
ら
百
十
一
の
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

「
五
十
七

証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
二
に
掲
げ
る
無
線
設
備

別
表
第
四
十
四

」
を

「
五
十
八

証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
二
に
掲
げ
る
無
線
設
備

別
表
第
四
十
四

五
十
九

証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
二
の
二
に
掲
げ
る
無
線
設
備

別
表
第
四
十
三

に

六
十

証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
二
の
三
に
掲
げ
る
無
線
設
備

別
表
第
四
十
四

」

改
め
、
五
十
六
の
項
を
五
十
七
の
項
と
し
、
十
九
の
項
か
ら
五
十
五
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

「
十
七

証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
三
に
掲
げ
る
無
線
設
備

別
表
第
十
七

を

十
八

証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
四
に
掲
げ
る
無
線
設
備

別
表
第
十
八

」

「
十
七

証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
四
に
掲
げ
る
無
線
設
備

別
表
第
十
七

に

十
八

証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
五
に
掲
げ
る
無
線
設
備

別
表
第
十
八

十
九

証
明
規
則
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
六
に
掲
げ
る
無
線
設
備

別
表
第
十
八

」

改
め
る
。

別
表
第
十
七
を
削
り
、
別
表
第
十
八
を
別
表
第
十
七
と
し
、
同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。
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〔
告

示
〕

〇
特
性
試
験
の
試
験
方
法
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
総
務
二
二
四
）

J

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

N
P

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特

定
計
量
器
型
式
承
認
、
厚
生
年
金
基
金
変

更
関
係

J
J
L

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

J
J
M

会
社
決
算
公
告

J
J
O

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
二
十
四
号

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
三
十
七
号
）
別
表
第
一
号

一
^
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
八
十
八
号
（
特
性
試
験
の
試
験
方
法
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
三
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

別
表
第
十
八
証
明
規
則
第
２
条
第
１
項
第
４
号
の
５
及
び
６
に
掲
げ
る
無
線
設
備
の
試
験
方
法

第
一
変
調
方
式
に
四
分
の
π
シ
フ
ト
四
相
位
相
変
調
方
式
を
用
い
る
も
の

一
一
般
事
項

１
試
験
場
所
の
環
境
条
件

\
技
術
基
準
適
合
証
明
に
お
け
る
特
性
試
験
の
場
合

室
内
の
温
湿
度
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ

8
7
0
3に
よ
る
常
温
及
び
常
湿
の
範
囲
内
と
す
る
。

]
そ
の
他
の
場
合

周
波
数
の
偏
差
に
つ
い
て
の
試
験
の
場
合
は
、
\
に
加
え
て
二
の
項
及
び
三
の
項
の
環
境
条
件
と
す
る
。

２
電
源
電
圧

\
技
術
基
準
適
合
証
明
に
お
け
る
特
性
試
験
の
場
合

外
部
電
源
か
ら
の
試
験
機
器
へ
の
入
力
電
圧
は
、
定
格
電
圧
と
す
る
。

]
そ
の
他
の
場
合

外
部
電
源
か
ら
の
試
験
機
器
へ
の
入
力
電
圧
は
、
定
格
電
圧
及
び
定
格
電
圧
±
1
0％
と
す
る
。
た
だ
し
、
次

に
掲
げ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ア
外
部
電
源
か
ら
試
験
機
器
へ
の
入
力
電
圧
が
±
1
0％
変
動
し
た
と
き
に
お
け
る
試
験
機
器
の
無
線
部
（
電

源
を
除
く
。）の
回
路
へ
の
入
力
電
圧
の
変
動
が
±
１
％
以
下
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
定
格
電
圧

の
み
で
測
定
す
る
。

イ
電
源
電
圧
の
変
動
幅
が
±
1
0％
以
内
の
特
定
の
変
動
幅
内
で
し
か
試
験
機
器
が
動
作
し
な
い
設
計
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
旨
並
び
に
当
該
特
定
の
変
動
幅
の
上
限
値
及
び
下
限
値
が
工
事
設
計
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
定
格
電
圧
並
び
に
当
該
特
定
の
変
動
幅
の
上
限
値
及
び
下
限
値
で
測
定
す
る
。
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